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パンデミックの中ご参加いただきまして、
どうもありがとうございます(onlineも含めて)。

基礎物理学研究所では、
本当に久しぶりのlow-energy原子核の研究会です。



* 研究会の目的

本来の核力の性質が原子核構造・反応、核物質の
どこに現れているのかを研究する。
本来の核力に基づいた
「第一原理的な研究手法」を発展させる。

さらに、
「核力そのもの」を研究し、
その性質を理論的に明らかにする。



「現実的核力」
核子と核子の
散乱実験を再現する
２核子間ポテンシャル

このような核力を用いた
原子核の構造計算

「第一原理計算」



現実的な核力の難しさ

少数系であれば、相互作用する全ての粒子間の相対運動を精密に解け、
斥力芯のところでは相対波動関数が減衰する。

粒子数の増大とともに、全ての粒子ペアの相対運動(2核子相関)を
正しく記述することは加速度的に難しくなる。

多粒子系を一粒子波動関数の直積で表現するSlater行列式では、
全ての2核子ペアの相対波動関数が近距離で減衰する効果はなく、
この相関を取り込めない
(あるいは非常に多数のSlater行列式の結合が必要)。

近距離部分で大きな斥力芯が存在



Two-body density
H. Feldmeier, W. Horiuchi, T. Neff, and Y. Suzuki
Phys. Rev. C 84,  (2011)
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世界的な潮流

そうは言っても、現実的核力を用いた
第一原理計算が広く進行中。

• 核力の高い運動量成分を繰り込むための
さまざまな手法の発達

• Chiral EFTなどの理論とシェル模型計算の
組み合わせの浸透

• 大規模数値計算の発展



S. R. Stroberg, J. D. Holt, A. Schwenk, and J. Simonis, 
Phys. Rev. Lett. 126, 022501 (2021)



日本の状況

核力や原子核構造研究を担ってきた強い伝統があるが、
第一原理計算への若い人たちの積極的な参加が必要。

基研での取り組み

この趣旨で3-4年に一度の頻度で研究会を開催してきたが、
今回は、これから第一原理的な要素を取り入れたい
と考えている方々にも積極的にご講演いただき、
分野全体を見まわした幅広いものにしたい。



世話人：阿部喬（理研仁科センター）
板垣直之（京大基研）
福井徳朗（理研仁科センター）
堀内渉（北海道大）
山口康宏（JAEA）
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研究会のテーマ

●核力に基づいた原子核の第一原理計算と原子核反応
●核力から導出した有効相互作用
●中性子過剰原子核の新奇な構造
●テンソル力、3核子力を反映する観測量
●その他、広く一般の原子核構造・反応研究
（現象論やクォーク・ハドロン多体系も含む）
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Organizing Committee
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Naoyuki Itagaki (YITP, Co-chair)
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滞在型のミソ

■ Low-energy nuclear physics全体を
mean-fieldとclusterの両面から見渡し、
相補的に理解を深めるとともに、
新たな統一的な模型を構築する

全体を通じたテーマ

• Mean-field aspects of nuclear structure and reactions
• Cluster aspects of nuclear structure and reactions
• Their cooperative and competitive phenomena



YKIS2022b

The week of 23-27 May is assigned to a symposium 
entitled ``Developments of Physics of Unstable 
Nuclei (YKIS2022b)". This symposium belongs to a 
series of Yukawa International Seminar (YKIS), which 
has been one of the main international activities of 
YITP since 1978, held annually with selecting topics 
from all fields of physics.



京都府の1日ごとの感染者発表数(NHK調べ)
2021/11/18 12

2021/11/19 1

2021/11/20 1

2021/11/21 7

2021/11/22 0

2021/11/23 2

2021/11/24 5

2021/11/25 1

2021/11/26 0

2021/11/27 0

2021/11/28 2

2021/11/29 0

2021/11/30 1

2021/12/1 1

2021/12/2 1

2021/12/3 4

2021/12/4 0

2021/12/5 1

2021/12/6 0









* 自販機



一般的な注意事項
■ 会場の方は必ずZoomをミュートしてください

(ハウリング防止)。
■ 会場での講演者は、通常の研究会と同様、HDMI
やRGBケーブルでパソコンを接続してください。
Zoomの画面共有でも講演可能ですが、スライド
以外の部分が写ります(しかし大した違いではあ
りません)。

■ 質問は挙手(offline、online共通)でお願いします。
■ 会場での質問はスタンドマイクでお願いします

(会場内の音はマイク以外拾いません)。
■ 各講演は20+10分(質疑応答です)



とにかく、みなさん楽しみましょう。
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